
ぼくが バナナだったら

もし ぼくが バナナだったら
ふと

きっと あの まっきいろで 太っちょのだ。

もし ぼくが 笛だったら
きっと あの笛だ。
警が つもっていて量に かくれているけれど
もうすぐ ばくはつしそうな矢1

もちろん、山の てっぺんを ふきとばしたり
だれかを きずつけたりなんか しないよ。

もし ぼくが属だったら
きっと 突きな つばさをもった
留の宴ぃ突きな属だ。
そして室さまみたいに ひとりで いろんなところを とんでいるから
みんなは ぼくを とおくからしか みたことが ないんだ。

もし ぼくが羊だったら
きっと あそこの羊だろうな。

た

ほら、しぼふの 上に どうどうと 立っている あの くろい牛さ。
あれほど りっぱな羊は いないだろ？
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もし ぼくが てんとうむしだったら
どんな きもちだろう。
ぼくだけが ちっぽけにおもえて



ちょっと こわいかも しれない。
でも、 ひょっとすると
とっても ゅうかんで かしこい
まつかな てんとうむしかもしれない。
じゅうに たかく たかく とびまわるんだ。

もし ぼくが さかなだったら．．．
あんまり ぼくは さかなが すきじゃないから
さかなには なりたくない。
くじらだったら まだ いいかも しれない。
すこしなら がまんできる。

もし ぼくが ぞうだったら

監を どこに おくか きをつけなくちゃ。
きみは きっと なれているんだろうな。

ぞうに なるなら アフリカで じゅうに
おお

大きくて つよい ぞうになりたい。

もし ぼくが スプー ンだったら
きっと これだろうな。
いろが かわってしまっているけれど、
ながいあいだ たいせつに つかわれている
かたちの きれいな ぎんの スプー ン。

生きる

こんなことを おもうなんて へんてこりんだけど、
ぼくが スプー ンだったら こんなかんじだと おもう。

もし ぼくが量だったら
ちい ほし

きっと あの 小さい 昼だろうな。
ltの謹で かがやいている、
ほかの量とは ちょっと ちがう差。

もし ぼくが未だったら
すごく うれしい。
どんなに ぼくが おじいさんに なったとしても

未だったら いちばん いいと おもうんだ。



もし ぼくが まっしろな ねこだったら
つんと すまして ほかのひとには なつかないんだ。
でも きみだけには ゴロゴロと のどを ならして
みんなを びっくりさせるんだ。

もし ぼくが ライオンだったら

きっと あそこで長だちと すわっている あの ライオンだ。
じっと なにかを かんがえこんでいるんだ。
でも．．．
もし ぼくが ライオンだったら
ひとりぼっちに なっちゃうかもしれない。
だから ライオンには なりたくないな。

もし ぼくが本さい おとこのこだったら
おお

それとも 大きい おとこのこだったら
う　んー

・・・そんなに大きくなくて
ちい

でも そんなに 小さくない おとこのこだったら．．．
ぼくは いろいろな おとこのこを おもいうかべてみたけれど、
やっぱり
ぼくは

ぼくだ。

お




